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主な事業の抜粋
煙南島メディカルセンター移転新築事業
 （10億9,079万円）
　2カ年計画の最終年度分として、本体工事費などを計
上し、来春の開業を目指す。

煙町役場南島庁舎大規模改修事業 （7,889万円）
　耐震改修工事のほか、旧議場も避難所に使える部屋と
して改修する。

煙デマンドバス実証実験事業 （2,716万円）
　利用者から乗車場所や時間などの希望を電話で受けて
運行。病院などへの送迎を主に想定し、10人乗り程度
のワゴン車を走らせる。実験期間は今夏ごろから半年間
を予定。

煙一時預り保育サポート事業 （365万円）
　急病などで保育が困難となった保護者に代わり、子ど
もを一時的に保育所が預かる環境を整備。

煙南伊勢高校南勢校舎就職活動支援事業 （420万円）
　若者定住対策として、就職支援員1人を新たに置き、
町内に住みながら働ける就職先を探す同校生徒の就職活
動をサポートする。

（事業費の1万円未満は切り捨て）　

　

人
口
減
少
が
も
た
ら
す
地
域
活
力
の
低
下
や
、
若
者
定
住
へ
の
対
策
を
官
民
協
働

の
総
合
対
策
と
し
て
取
り
組
み
、
町
民
の
皆
様
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
町
政
に
参
画
し
、
人
と
地
域
の
絆
が
大
切
に
さ
れ
、
希

望
を
持
ち
、
誇
れ
る
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
た
め
の
政
策
・
施
策
の
推
進
に
当
っ
て
は
、
町
民
目
線
・
町
民
の
立

場
に
立
ち
、「
公
平
・
公
正
・
透
明
」
を
基
本
と
し
て
進
め
ま
す
。

町長の施政方針

小 山 町 長

『『
公
平
公
平
、公
正
公
正
、透
明
透
明
』を
基
本
と
し
て
推
進

を
基
本
と
し
て
推
進

『
公
平
、公
正
、透
明
』を
基
本
と
し
て
推
進

一般会計予算を可決決一般会計予算を可決
（プラス）9.5％ 89億 3,983万円前年度比前年度比前年度比

23年
度

南島メディカルセンター建設地（平成２４年１月末完成予定）
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平
成　

年
３
月
定
例
会
は
、

２３

３
月
４
日
か
ら　

日
ま
で
、

２８

　

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

２５し
た
。
一
般
予
算
に
つ
い
て

は
、　

億
３
、９
８
３
万
円

８９

で
、
前
年
度
当
初
比
で　

％
９.５

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
は
、
町
民
が
望

ん
で
い
る
南
島
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
の
移
転
新
築
事
業

費
の
増
額
な
ど
で
す
。

　

審
議
さ
れ
た
議
案
は
、
条

例
改
正　

件
、　

年
度
補
正

１０

２２

予
算　

件
、
工
事
請
負
契
約

１２

の
締
結
３
件
、
指
定
管
理
者

の
指
定
７
件
、
認
定
１
件
、

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成

　

年
度
予
算　

件
、
同
意

２３

１０

「
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
」

１
件
が
可
決
さ
れ
、
新
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

開
催
中
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
で
延
会
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

津
波
警
報
の
発
令
に
よ

り
避
難
が
あ
り
ま
し
た
。

地方交付税
49.7％

町税
11.0％町債

17.1％

県支出金
6.7％

国庫支出金
7.3％

地方譲与税等 2.5％

地方特例交付金 0.2％

歳入
繰入金 2.1％

財産収入・寄附金
諸収入 1.5％

繰越金 0.6％

分担金及び
負担金 0.7％

使用料及び
手数料 0.6％ 財源比率

自主財源　16.5％
依存財源　83.5％

第
一
回

定
例
会
開
催

町　　　税  ……………………983,579千円
地方譲与税等  …………………229,502千円
（自動車重量税や地方道路税の国税から地方公共団
体に配分されるもの）
地方特例交付金  …………………22,100千円
（恒久的な減税に伴う地方税の減収の一部を補てん
するため、国が交付するもの）
地方交付税  …………………4,440,000千円
（国税のうち、所得税・法人税・酒税・消費税・たば
こ税のそれぞれ一定割合の額をルールに基づき国か
ら市町村へ交付されるもの）
分担金及び負担金  ………………61,372千円
（特定の事業に要する経費にあてるため、当該利益を
受ける者に対し、賦課徴収するもの）
使用料及び手数料  ………………57,493千円
国庫支出金  ……………………653,910千円
（特定の目的のために国から交付される補助金等）
県 支 出 金  ……………………594,837千円
繰　入　金  ……………………185,533千円
（特別会計及び基金から一般会計へ資金を繰り入れ
るもの）
繰　越　金  ………………………50,000千円
財産収入・寄附金・諸収入  …138,413千円
町　　　債  …………………1,523,100千円
（国や民間金融機関からの長期借入金）

議　会　費  ……………………113,165千円
（議会運営のための経費）
総　務　費  …………………1,187,286千円
（行政、財産、選挙、企画、税金の賦課徴収、窓口業
務などの経費）
民　生　費  …………………2,074,239千円
（児童、高齢者、身障者の福祉向上などの経費）
衛　生　費  …………………1,929,082千円
（保健衛生、環境衛生、健康づくりなどの経費）
農林水産業費  …………………714,137千円
（農業、林業、水産業の振興、整備などの経費）
商　工　費  ……………………103,209千円
（商工業の振興、観光事業などの経費）
土　木　費  ……………………604,179千円
（道路、河川、住宅の整備などの経費）
消　防　費  ……………………471,721千円
（広域消防、消防施設整備などの経費）
教　育　費  ……………………535,587千円
（教育委員会、小中学校、社会教育などの経費）
災害復旧費  ………………………………3千円
（災害によって生じた被害を復旧するための経費）
公　債　費  …………………1,197,231千円
（長期借入金の返済に充てるための経費）
予　備　費  ………………………10,000千円

総務費
13.3％

公債費
13.4％

民生費
23.2％

衛生費
21.6％

土木費
6.7％

農林水産業費
8.0％

商工費
1.1％

消防費 5.3％

教育費
6.0％

議会費 1.3％予備費　0.1％

災害復旧費
0.0％

歳出

財源比率
一般財源　69.4％
特定財源　30.6％



災害から命を守ろう ! 3 月 11 日発生の東日本大震災から、眠れない日が続きます。
予想されている地震の３連動が起ったら、私たちの町は本当に安全なのでしょうか。

いかにして
　　　命を守るのか
防災に対する考え方を
みんなが英知をかたむけて
見直す必要があります。

今すぐ取り組める事が
あります。
今、私たちに出来る事から
始めませんか。

未 来 の た め に
　東日本大震災では、M9 からM7 を超える地震が 3 連動で起こり、大津波が発生しました。
　東海、東南海、南海地震に対する備えを今すぐしなければなりません。
　人智の及ばない超自然に対して、どう向ってゆけばよいのでしょうか。もしかしたら、
私たちは自然に対する敬虔さが足りなかったのかもしれません。
　生きている地球の上では、安全と危険は表裏一体です。私たちの祖先はその中で苦し
みに耐え、今の時代を継いできました。
　今を生きる私たちには、次代へこの良き郷を伝えていく使命があります。
　〝人の命を守る〟事を最優先に頑張ります。

家には子どもたちやお年寄りが

います。どうか安心をお届けく

ださい。お願いします。

○ 保育園児たちの避難計画は万全

　 でしょうか。

○ 小中学校は今のままで安全でし

　 ょうか。

○ 通学、通園路は大丈夫ですか。

○ 避難所はカギがかかっていませ

　 んか。

○ 行政はどこまで私たちの安全を

　 守ってくれますか。

（南伊勢町議会）

みんなが元気になって
　被災地に元気を送ろう

ガンバレ　ニッポン ガンバロー　南伊勢南伊勢南伊勢
－4－



災害から命を守ろう災害から命を守ろう !災害から命を守ろう !

＊外国から…
　日本はこれまで、たくさんの国を応援してくれた。
　今度は私たちが応援する番です。

＊原発事故現場に向う夫へ妻から…
　家のことは心配いりません。どうか、救世主になっ
　てください。

防災対策にみんなの
英知と

アイディアを出して
ください。

○ 避難場所の見直し

○ 避難経路の選定

○ 夜間発生時の対策

○ 連絡網の確保

○ 医療、救急体制の確
保

○ 避難誘導

○ 防災意識の啓発

○ 防災訓練

海へ出るときは
　　　　ラジオを聞こう。

○ 津波はくり返しやってくる
○ 第１波より第 2 波・3 波の　 方が大きい

　他の項目についても
提案をお待ちします。

津波警報が発令されたら…

まず高い所へ逃げよう !

津波に対する危機意識を一人
ひとりが持つことが大切です。
大津波を想定して、どう逃げ
るのか家族や近所の方と話し
合ってください。

防災訓練には

　すすんで

　　参加しましょう

〈泣けるお話〉

みんなが元気になってみんなが元気になって
　被災地に元気を送ろう　被災地に元気を送ろう
みんなが元気になって
　被災地に元気を送ろう

ガンバレガンバレ　ニッポンニッポン ガンバローガンバロー　南伊勢ガンバレ　ニッポン ガンバロー　
－5－
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町
内
で
発
生
し
た
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

関
し
て
、
対
策
本
部
の
立
ち

上
げ
や
対
応
策
、
反
省
点
及

び
今
後
の
対
応
は
。 

町
長　

町
民
の
安
全

面
か
ら
早
急
な
殺
処

分
、
埋
却
処
分
等
の
防
疫
措

置
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

支
援
と
協
力
を
考
え
、
直
ち

に
対
策
本
部
を
設
置
し
、
県

や
自
衛
隊
、
そ
し
て
多
く
の

皆
さ
ん
に
協
力
し
て
頂
き
対

応
で
き
た
。
反
省
点
は
通
行

止
め
の
広
報
不
足
の
点
、
今

後
の
対
応
と
し
て
は
、
処
理

地
の
監
視
、
河
川
の
水
質
調

査
、
ま
た
事
業
再
建
へ
の
支

援
策
を
県
と
連
携
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。 

 

消
防
団
は
地
域
防
災

を
担
う
重
要
な
組
織
。

し
か
し
、
活
動
で
き
る
団
員

が
減
少
し
、
防
災
活
動
に
支

障
が
出
て
い
る
が
。 

町
長　

平
日
の
昼
間

に
実
際
活
動
で
き
る

団
員
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、

夜
間
や
休
日
を
問
わ
ず
発
生

し
て
い
る
火
事
等
に
即
座
に

対
応
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、

実
績
も
出
て
い
る
。
本
年
２

月
に
は
消
防
庁
長
官
よ
り
、

表
彰
も
さ
れ
て
い
る
。
今
後

も
、
大
規
模
災
害
等
の
発
生

に
備
え
て
、
要
望
団
員
の
確

保
や
装
備
、
施
設
の
充
実
に

は
十
分
配
慮
し
た
い
。

一 般 質 問

東 伊久雄　議員

問

答

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
総
括

今
、
問
わ
れ
る
消
防
団

問

答

地域の消防団
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当
町
に
お
い
て
発
生

し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
へ
の
対
応
は
、
対
処
が

早
か
っ
た
と
称
賛
さ
れ
て
い

る
が
、
得
た
教
訓
を
伺
い
た

い
。

 

 

町
長　

鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、

宮
崎
県
で
発
生
し
た
時
点
で
、

担
当
課
に
万
が
一
の
発
生
に

備
え
て
、
万
全
な
準
備
、
対

応
策
等
を
検
討
す
る
よ
う
に

指
示
し
て
い
た
の
で
、
ス

ム
ー
ズ
に
処
理
で
き
た
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

常
に
危
機
管
理
意
識
を
持
つ

こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し

た
。 

新
し
い
総
合
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

町
長
が
是
非
に
取
り
入
れ
た

い
事
柄
は
。

 

町
長　

基
本
的
に
は

マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の

各
項
目
の
中
に
記
載
し
た
政

策
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
の
進
む
中
、
若
者

が
希
望
の
持
て
る
活
力
あ
る

豊
か
な
町
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
を
実
現
で
き

る
た
め
の
政
策
を
盛
り
込
ん

で
い
き
た
い
。

一 般 質 問

岡本　眞　議員

問

答

問

答

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て

有
事
対
応
は

殺処分した鳥の埋却地

次なる総合計画は？
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水
産
事
業
者
に
と
っ

て
、
海
況
情
報
は
非

常
に
大
切
で
あ
る
。
現
在
の

調
査
方
法
は
。

産
業
振
興
課
課
長　

南
勢
種
苗
セ
ン
タ
ー

で
５
月
～　

月
ま
で
、
月
３

１２

回
定
期
観
測
を
実
施
。
漁
業

者
の
要
請
が
あ
れ
ば
臨
時
観

測
も
実
施
し
て
い
る
。
南
島

種
苗
セ
ン
タ
ー
は
４
月
下
旬

～　

月
下
旬
ま
で
週
１
回
、

１２
赤
潮
の
発
生
し
や
す
い
春
と

秋
は
週
２
回
実
施
し
て
い
る
。  

 

小
、
中
学
校
の
防
災

対
策
、
防
災
訓
練
に

つ
い
て
、
ど
の
様
に
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

各
学
校
で

は
校
舎
の
立
地
条
件
、

児
童
生
徒
の
通
学
方
法
に

あ
っ
た
独
自
の
防
災
計
画
を

作
成
し
て
い
る
。
避
難
訓
練

も
各
学
校
で
工
夫
し
、
災
害

以
外
に
も
不
審
者
侵
入
等
も

想
定
し
、
年
に
数
回
実
施
し

て
い
る
。

一 般 質 問

林　孝充　議員

問答

問答 子
供
た
ち
を
災
害
か
ら
守
れ
！

漁
業
管
理

　
　

の
徹
底
を

あおさ養殖漁場

学校の防災対策は
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平
成　

年
に
入
り
、

２３

今
迄
の
こ
の
短
期
間

に
当
町
に
襲
来
し
た

①
降
雪
、
凍
結
に
よ
る
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
機
能
不
全
。

②
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
。

③
東
日
本
巨
大
地
震
に
よ
る

津
波
襲
来
。

等
、
町
内
に
発
生
し
た
重
大

事
案
に
関
す
る
考
え
は
。 

町
長　

鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
危
機
管
理
意
識
を

も
っ
て
い
た
か
ら
早
い
対
応

が
で
き
た
。
今
後
の
施
策
に

つ
い
て
は
、
国
、
県
と
連
携

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
。
東
日
本
巨
大
地
震
に
よ

る
津
波
被
害
に
つ
い
て
は
、

町
内
各
地
区
の
避
難
場
所
を

は
じ
め
、
防
災
対
策
の
再
検

討
と
、
住
民
へ
の
津
波
避
難

へ
の
啓
発
が
必
要
と
考
え
る
。

一
方
、
甚
大
な
被
害
を
被
っ

た
町
内
漁
業
に
対
し
て
は
、

こ
れ
も
国
、
県
、
そ
し
て
漁

業
組
合
等
と
連
携
し
、
被
災

魚
場
の
復
旧
、
漁
業
者
へ
の

支
援
に
取
り
組
み
た
い
。 

建
設
課
長　

交
通
イ

ン
フ
ラ
機
能
不
全
へ

の
対
応
は
、
降
雪
時
に
は
国

道
、
県
道
の
所
管
で
あ
る
伊

勢
建
設
部
と
の
連
携
を
更
に

深
め
、
凍
結
防
止
策
等
を
ス

ム
ー
ズ
に
お
こ
な
い
、
ま
た

町
民
へ
は
道
路
情
報
等
の
広

報
を
徹
底
し
た
い
。

一 般 質 問

畑　芳弘　議員

問

答

答

鳥インフルエンザ発生

ど
う
す
る

　
　

危
機
管
理

凍結で通れなくなった鍛冶屋トンネル
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今
回
の
津
波
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
行

政
の
支
援
策
に
つ
い
て
。

町
長　

さ
ま
ざ
ま
な

制
度
を
活
用
し
、
国
、

県
、
関
係
諸
団
体
と
連
携
し

事
業
再
建
を
支
援
し
て
い
き

た
い
。 

水
産
業
、
農
業
、
林

業
で
地
域
産
業
の
活

性
化
の
た
め
の
組
織
の
充
実

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

町
長　

従
来
、
基
盤

事
業
等
の
ハ
ー
ド
面

に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
が
、

産
業
振
興
課
を
水
産
業
、
農

林
業
を
担
当
す
る
課
と
観
光

交
流
、
商
工
業
を
担
当
す
る

課
に
二
分
し
専
門
的
知
識
を

持
っ
た
職
員
配
置
に
よ
り
水

産
、
農
林
、
観
光
、
商
工
業

を
う
ま
く
組
み
合
せ
産
業
の

振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

町
長
の
本
町
へ
の
原

子
力
発
電
所
建
設
の

是
非
は
。

 

町
長　

原
子
力
発
電

所
を
私
の
南
伊
勢
町

の
地
域
政
策
、
ま
ち
づ
く
り

の
中
に
は
考
え
て
い
な
い
。

又
、
現
在
起
こ
っ
て
い
る
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
か
ら
本
町
へ
の

原
発
建
設
の
是
非
に
つ
い
て

は
考
え
る
時
期
で
は
な
い
。 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
合
理
化
の
効
果
と

そ
の
問
題
点
の
解
決
方
法
は
。

 

環
境
課
長　

分
別
収

集
の
意
識
が
向
上
し

た
。
衛
生
的
に
迅
速
に
収
集
、

運
搬
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

一 般 質 問

西　則孝　議員

問答

問

答

問

答

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
は

行
政
組
織
は

原
子
力
発
電
所

の
建
設
是
非

問答

強化される産業振興課

ゴミステーション

災
害
の
対
応
は
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県
工
事
の
漁
港
の
堤

防
の
補
修
は
。
小
中

学
校
の
施
設
改
善
の
気
配
り

や
責
任
は
ど
こ
に
。

産
業
振
興
課
長　

平
成　

年
度
県
単
漁

２２

港
・
海
岸
維
持
修
繕
事
業
で

堤
防
の
エ
プ
ロ
ン
舗
装
の
補

修
で
発
注
済
。
又
タ
ラ
ッ
プ

等
も
併
せ
て
発
注
。

 

 

教
育
課
長　

小
中
学

校
施
設
の
修
繕
等
は

学
校
、
保
護
者
等
の
要
望
を

聞
き
、
緊
急
性
、
重
要
性
を

考
慮
し
教
育
委
員
会
に
お
い

て
予
算
計
上
し
て
い
る
。 

町
が
教
訓
と
し
た
こ

と
及
び
今
後
の
対
応

は
。

町
長　

宮
崎
県
で
発

生
し
た
時
点
で
担
当

課
に
調
査
等
の
指
示
を
し
て

い
た
の
で
ス
ム
ー
ズ
に
処
理

で
き
た
。
対
応
に
は
、
住
民

の
理
解
、
協
力
が
欠
か
せ
な

い
と
思
う
。
今
後
処
理
地
の

監
視
、
河
川
の
水
質
調
査
等

を
実
施
し
て
い
き
、
事
業
の

再
建
支
援
、
再
発
防
止
等
国
、

県
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
取
り
組
ん
で
い
く
。 

町
長
は
議
会
の
役
割
、

町
の
責
任
に
つ
い
て

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長
が
考
え
る
解
決
は
。

町
長　

議
会
に
お
い

て
は
特
別
委
員
会
で

調
査
さ
れ
、
議
会
で
報
告
さ

れ
て
い
る
。
町
と
し
て
可
能

な
限
り
真
相
究
明
に
努
め
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
司
直
の
手

に
委
ね
る
か
、
関
係
者
に
対

し
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
町
民
に
対
し
て

説
明
を
す
る
の
が
責
任
と
考

え
る
。

一 般 質 問

手塚征男　議員

問

答

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

問答

問答

町
民
へ
の

　
　

気
配
り

不
明
金
問
題

答

補修された堤防

鳥インフルエンザへの対応
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東
北
地
方
大
震
災
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
で
行
政
の
緊
急
対
応

策
に
つ
い
て
、
①
当
町
の
津

波
警
報
発
令
に
対
し
て
の
対

応
は
。
②
課
題
と
反
省
は
。

③
東
海
、
東
南
海
、
南
海
連

動
大
地
震
へ
の
備
え
、
対
応
、

変
更
点
は
。
④
最
悪
事
態
の

検
討
は
。
⑤
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
発
生
へ
の
対
応
で
の
課

題
と
反
省
は
。
⑥
今
後
の
対

応
策
は
万
全
か
。 

町
長　

今
回
の
津
波

で
Ｊ
─
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｒ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
避
難
を

何
度
も
呼
び
掛
け
た
が
、
当

町
の
避
難
率
は
５
・　

％
。

１３

空
振
り
で
も
い
い
か
ら
避
難

す
る
と
い
う
こ
と
を
今
迄
以

上
に
啓
発
し
た
い
。
我
が
地

域
で
の
連
動
型
大
地
震
で
は

想
定
を
超
え
る
も
の
と
思
わ

れ
、
減
災
を
目
指
し
、
意
識

の
高
揚
、
各
地
区
の
防
災
力

の
向
上
に
取
り
組
む
。 

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

で
は
感
染
経
路
の
解
明
、
防

疫
等
の
再
発
防
止
策
の
課
題

が
あ
る
。
町
と
し
て
常
に
危

機
管
理
意
識
を
持
ち
、
今
後

は
町
職
員
の
招
集
方
法
、
町

民
へ
の
情
報
提
供
つ
い
て
も

検
討
す
る
。 

 

地
域
の
活
性
化
を
も

た
ら
す
と
期
待
さ
れ

る
新
た
な
る
大
規
模
な
マ
グ

ロ
養
殖
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

行
政
の
期
待
、
及
び
サ
ポ
ー

ト
は
。

 

町
長　

雇
用
の
創
出
、

地
域
産
業
の
活
性
化
、

漁
業
と
観
光
の
連
携
に
よ
る

新
た
な
事
業
の
創
出
を
と
期

待
し
て
い
る
。
地
元
産
業
も

と
も
に
活
力
向
上
し
て
い
く

共
存
共
栄
関
係
が
築
か
れ
て

こ
そ
事
業
の
成
功
だ
と
思
い
、

他
業
種
へ
の
波
及
を
期
待
す

る
。

一 般 質 問

掛橋　靖　議員

問

答

問

答

期
待
の
産
業
振
興
事
業

津波被害が出た養殖筏

マグロ養殖事業計画漁場（神前浦）

災
害
対
策
の
現
状
と
今
後
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町
の
ト
イ
レ
に
は

１
ヶ
所
に
和
式
ば
か

り
で
な
く
身
体
不
自
由
者
、

老
人
の
た
め
に
洋
式
に
改
造

し
て
は
。産

業
振
興
課
長　

当
課
所
管
で
便
器
が

複
数
あ
る
ト
イ
レ
は
９
ヶ
所

で
、
洋
式
の
無
い
所
は
検
討

す
る
。

 

 

教
育
課
長　

社
会
体

育
施
設
に
つ
い
て
は

避
難
場
所
の
役
割
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
洋
式

化
を
検
討
す
る
。 

漁
獲
量
増
の
特
効
薬

は
稚
貝
の
種
苗
大
量

生
産
、
大
量
放
出
に
よ
る
も

の
と
思
う
。
ナ
マ
コ
、
サ
ザ

エ
、
檜
扇
貝
の
種
苗
生
産
の

見
解
を
聞
き
た
い
。
ア
コ
ヤ

貝
種
苗
の
種
類
を
増
や
す
考

え
は
。

 

産
業
振
興
課
長　

ナ
マ
コ
、
サ
ザ
エ
、

檜
扇
貝
の
種
苗
生
産
に
つ
い

て
は
生
産
時
期
の
重
な
り
、

水
槽
の
数
も
あ
り
検
討
を
要

す
。
ア
コ
ヤ
貝
は
４
種
類
、

種
苗
し
て
い
る
が
、
こ
れ
以

上
は
難
し
い
。

一 般 質 問

山本芳隆　議員

問答

期
待
の
種
苗
生
産
事
業

問

答

答

使いやすいトイレに

期待の種苗センター

洋
式
ト
イ
レ
を
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今
回
の
災
害
で
個
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
出
来
る
こ
と
に
つ
い
て
段

取
り
を
含
め
、
示
し
て
欲
し

い
。

 

町
長　

物
資
も
人
力

も
一
定
の
単
位
で
現

地
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
動
く

必
要
が
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ニ
ー
ズ
は
日
々
変
化
し
て

い
る
の
で
、
自
分
が
被
災
地

に
行
っ
た
り
、
物
資
を
送
る

こ
と
は
尊
い
こ
と
だ
が
、
現

地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
円
滑

に
活
動
す
る
た
め
に
、
お
金

に
か
え
て
現
地
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
に
送

る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

 

３
月
８
日
付
の
中
日

新
聞
の
記
事
で
「
最

高
裁
第
一
小
法
廷
は
、
岡
田

町
議
の
上
告
を
棄
却
し
、
同

町
議
の
請
求
を
棄
却
し
た
控

訴
審
判
決
が
確
定
し
た
。」の

報
道
。
こ
の
控
訴
審
判
決
の

概
要
は
。町

長　

判
決
の
概
要

は
、
本
違
約
金
の
変

換
は
売
買
契
約
を
実
現
す
る

た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な
前

提
事
項
で
あ
っ
た
と
し
、
町
が

す
で
に
公
共
事
業
用
地
と
し

て
供
用
し
て
い
る
本
件
土
地

の
所
有
権
を
取
得
す
る
た
め

に
本
違
約
金
の
返
還
は
町
長

と
し
て
の
裁
量
の
範
囲
内
で

あ
っ
た
と
さ
れ
、
本
件
支
出
に

よ
り
、
南
伊
勢
町
に
財
産
的
損

害
が
生
じ
た
も
の
と
は
認
め

ら
れ
ず
、
被
控
訴
人
に
こ
の

請
求
に
は
理
由
が
な
く
、
こ

れ
を
認
め
た
一
審
の
判
決
を

取
り
消
し
て
被
控
訴
人
の
請

求
を
棄
却
す
る
と
の
判
決
で
、

町
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
。 

 

 

こ
の
件
で
他
の
買
収

用
地
と
比
較
し
て
異

常
に
高
い
と
指
摘
さ
れ
た
事

に
対
し
て
町
の
見
解
は
。

総
務
課
長　

整
備
す

る
前
の
買
取
り
価
格

は
地
権
者
と
合
意
の
上
で
㎡

当
り
平
均
２
０
０
０
円
程
度
。

整
備
後
、
建
設
会
社
か
ら
の

買
取
り
価
格
は
当
然
評
価
額

も
上
が
り
㎡
当
り
１
２
０
０

０
円
余
り
。
こ
れ
は
他
に
農

協
や
会
社
等
に
売
却
さ
れ
た

金
額
と
比
較
し
て
も
妥
当
と

考
え
る
。

一 般 質 問

山本周也　議員

問

答

問答

問答

浮
島
パ
ー
ク

な
ん
と
う
訴
訟

沖
田
開
発
の

　
　
　
　

疑
問

浮島パークなんとう

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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不
明
金
の
行
方
に
つ

い
て
、
行
政
と
し
て

住
民
に
対
し
て
納
得
の
で
き

る
よ
う
な
説
明
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

町
長　

可
能
な
限
り

真
相
の
究
明
に
努
め

て
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に

し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

と
と
も
に
、
町
民
に
対
す
る

説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。 

住
民
の
検
診
率
が
低

下
し
て
い
る
。
原
点

に
戻
り
、
地
区
を
巡
回
し
て

は
ど
う
か
。

住
民
課
長　

旧
南
勢

町
で
巡
回
し
て
い
た

時
期
が
あ
っ
た
が
、
現
時
点

で
は
難
し
い
。
現
在
の
特
定

検
診
制
度
の
中
で
受
診
率
を

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

去
年
、
今
年
と
続
け

て
津
波
災
害
が
出
て

い
る
。
行
政
と
し
て
も
支
援

策
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

 

町
長　

３
月　

日
に

１６

野
呂
知
事
が
被
災
地

の
現
地
視
察
に
来
町
さ
れ
た

際
に
私
も
同
行
し
、
へ
い
死

し
た
大
量
の
養
魚
の
処
理
現

場
な
ど
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
漁
業
者
の
悲
痛
な
苦

し
み
の
声
を
聞
き
、
県
と
連

携
し
て
漁
業
の
再
建
に
向
け

た
支
援
策
を
考
え
て
い
き
た

い
。

一 般 質 問

澤村圭也　議員

問

答

津
波
災
害
の
支
援
策
は

問答

問

答

住
民
の
検
診
率

Ｕ
Ｐ
を

東日本大震災の津波被害（迫間浦）

納
得
の
で
き
る
説
明
を
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福
島
原
発
の
現
状
に

つ
い
て
、
感
じ
た
こ

と
は
。

町
長　

こ
の
事
故
に

よ
り
、
世
界
の
原
発

政
策
が
何
ら
か
の
見
直
し
が

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
経
済
へ
の
影
響
も
大
き

い
原
子
力
発
電
所
は
、
一
旦

大
事
故
が
起
き
れ
ば
制
御
で

き
な
い
危
険
性
が
あ
る
も
の

だ
と
思
う
。 

芦
浜
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

町
長　

芦
浜
へ
の
原

発
立
地
計
画
に
つ
い

て
は
２
０
０
０
年
２
月　

日
２２

に
白
紙
撤
回
さ
れ
た
も
の
だ

と
認
識
し
て
い
る
。 

中
部
電
力
の
訪
問
に

つ
い
て
、
だ
れ
が
対

応
し
、
答
弁
の
内
容
は
。

町
長　

私
ひ
と
り
が

対
応
し
た
。

毅
私
は
本
町
の
地
域
づ
く
り

の
枠
内
に
原
発
は
入
れ
て

い
な
い
。

毅
漁
業
や
観
光
産
業
に
よ
る

地
域
づ
く
り
を
考
え
て
い

る
。

毅
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
町
政

の
範
囲
と
考
え
て
い
な
い
。

国
の
政
策
の
中
で
考
え
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

毅
「
新
た
な
地
点
」
と
し
て

明
記
さ
れ
る
こ
と
は
町
民

の
不
安
が
起
き
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
困
る
。

毅　

年
間
原
発
の
推
進
・
反

３７対
で
大
き
く
揺
れ
た
地
域

の
感
情
が
無
く
な
っ
て
い

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

な
ど
の
こ
と
を
話
し
た
と

記
憶
し
て
い
る
。 

 

平
成　

年　

月　

日

２１

１０

１９

付
け
の
報
告
書
の
内

容
に
つ
い
て
の
感
想
は
。 

町
長　

不
明
金
の
使

途
と
し
て
７
件
に
つ

い
て
、
当
時
の
関
係
者
、
職

員
の
証
言
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
な
ん
と
か
こ
の
７

件
に
つ
い
て
少
し
で
も
解
明

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

一 般 質 問

上村康廣　議員

問答

問

答

問答

裏
金
問
題

調査する１００条委員たち

問答

原
発
を
問
う
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年
度
に
、
新
し
い

２３
　

ヶ
年
総
合
計
画
を

１０

作
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、

過
疎
化
問
題
を
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
、
対
応
を
し
て
い

こ
う
と
考
え
る
か
。

町
長　

本
町
に
と
っ

て
は
最
大
の
課
題
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
平
成

　

年
度
に
策
定
す
る
予
定
の

２３総
合
計
画
に
於
い
て
人
口
減

少
問
題
、
特
に
若
者
定
住
対

策
を
総
合
政
策
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。 

 

 

今
年
度
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
か
ら
始

め
ら
れ
る
か
、
お
聞
き
し
た

い
。

 

町
長　

保
健
、
医
療
、

介
護
を
一
元
的
に
運

用
し
て
い
く
体
制
づ
く
り
を

目
指
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

高
齢
化
が
進
む
本
町
で
の
医

療
、
介
護
を
町
立
病
院
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
課

が
核
と
な
っ
て
官
民
協
働
し

て
一
元
的
に
運
営
し
、
施
設

と
在
宅
の
両
面
で
対
応
し
て

い
く
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

る
。

一 般 質 問

岡田和夫　議員

問答

問

答

寂しい風景

建設始まる新南島メディカルセンター

「
地
域
包
括
医
療
」の
取
り
組
み
は

過
疎
化
対
応
は
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農
林
水
産
物
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、

い
く
つ
か
の
産
品
に
お
い
て

供
給
不
足
が
生
じ
て
い
る
。

担
当
課
と
し
て
で
き
る
対
策

案
を
聞
き
た
い
。

 

 

産
業
振
興
課
長　

地
場
産
品
の
生
産
体

制
を
構
築
し
て
い
く
た
め
、

業
者
間
の
連
携
や
協
力
体
制

づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
と
と

も
に
ニ
ー
ズ
の
高
い
高
品
質

の
商
品
を
生
産
す
る
に
あ

た
っ
て
、
生
産
基
盤
の
整
備

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
生
産
意
欲
を
無
く
さ
な

い
よ
う
、
獣
害
対
策
等
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

地
域
と
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
、
教
育
現

場
、
行
政
の
考
え
は
。

 

教
育
長　

来
年
度
の

本
町
の
教
育
基
本
方

針
で
「
地
域
と
と
も
に
あ
ゆ

み
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校

を
つ
く
る
」
を
掲
げ
て
あ
り
、

地
域
の
中
の
学
校
と
位
置
づ

け
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

一 般 質 問

田中喜一郎　議員

問

答

　

子
供
は
地
域
の
宝

問

答

地域の生産物販売（穂原地区）

地域の宝が通う小学校

供
給
不
足

　

解
消
対
策
は
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各
地
区
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
て
い
る
が
。

 

町
長　

合
併
後
、
３

地
区
に
お
い
て
建
設

し
た
。
さ
ら
に
い
く
つ
か
の

地
区
か
ら
建
設
要
望
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
拠
点

施
設
と
し
て
、
地
震
・
津
波

や
大
雨
等
の
避
難
場
所
と
し

て
今
後
も
整
備
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。
他
の
緊

急
整
備
を
要
す
る
施
設
を
総

合
的
に
判
断
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

 

建
物
の
広
さ
や
間
取

り
は
、
何
を
基
準
に

決
定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

事
業
費
の
規
模
の
増
額
範
囲

は
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

総
務
課
長　

各
地
区

の
人
口
及
び
世
帯
数

に
お
い
て
建
物
の
規
模
を
決

定
し
て
い
る
が
、
各
室
に
お

い
て
は
最
低
限
必
要
な
面
積

も
あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
も

目
安
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

建
築
に
は
造
成
が
必
要
な
場

合
は
地
元
で
造
成
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
お
願
い
し
て
い

る
。 

時
限
立
法
が
延
長
と

な
り
、
何
年
度
ま
で

と
な
っ
た
の
か
、
事
業
内
容

で
変
更
に
な
っ
た
と
こ
ろ
は

あ
る
の
か
。

 

町
長　

今
回
、
平
成

　

年
度
か
ら
平
成　

２３

２５

年
度
の
３
ヵ
年
の
延
長
と

な
っ
て
い
る
。
事
業
内
容
は
、

従
来
と
か
わ
り
な
い
。

一 般 質 問

松葉和久　議員

問

答

　

ど
う
な
る
獣
害
対
策

問

答

問

答

交
流
の
場

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

地域の集会場

駆除害獣埋却地



河村瑞賢
江戸時代の大事業家・河村瑞賢
は、旧南島町の東宮出身。1618
年に農家の長男として生まれ、
13才で江戸に出た瑞賢は、苦労
の末に材木商を始め、1657年の
「明暦の大火」の際に抜群の商才
で巨大な富を築き上げた。
その後も幕府の信任も厚い大商
人として、海運航路の開拓や治
水・用水工事などの歴史的な事
業を成し遂げたことでも知られ
ており、南伊勢には、その功績を
称えるべく、瑞賢ゆかりの地が
数々残されている。河村瑞賢公園

倭姫命が天照大御神のご鎮座の地を
探す旅の途中で、疲れを癒そうと腰
を掛けたという伝説の岩。

倭姫命腰掛岩
やまとひめのみこと あまてらすおおみかみ

南伊勢偉人館

愛洲一族

南北朝から戦国時代にかけて活躍
した伊勢の豪族・愛洲氏。居城であ
る五ヶ所城址を中心に「愛洲の里」
が整備され、愛洲一族の塔頭や古井
戸のほか、牛鬼伝説にまつわる牛鬼
の像や水車が回る庭園もあり、ロマ
ンを感じながらゆっくりと散策を
楽しむことができる。
またここは、剣道の影流の祖である
愛洲移香斎の生誕地としても知ら
れ、「愛洲の館」には剣道にちなんだ
資料や郷土の歴史資料が展示され
ている。毎年８月下旬には、五ヶ所
城址で愛洲移香斎を偲ぶ剣祖祭が
行われる。

牛鬼の像

愛洲の館

歴史と文化
悠久のときに触れる

時を超え、語り継がれる歴史の数々。
見て触れて感じる時空の旅へ出かけよう！

猿田彦命を祀り、伊勢神宮の外宮と
縁の深い神社。絵馬殿には百人一首
の絵画などが奉納されている。

奈良時代に僧・行基が開基したと伝
わる由緒ある寺。

仙宮神社 西方寺
さるた のみことひこ ぎょうき

かつて北畠親房に仕えた吉津の豪
族・加藤氏の居城があったと伝え
られる地で、今は薬師堂が佇む。

薬師山城跡
ちかふさ
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議会広報特別委員会

委
員
長　

松
葉　

和
久

副
委
員
長　

掛
橋　
　

靖

委　
　

員　

岡
本　
　

眞

　
　
　
　

畑　
　

芳
弘

　
　
　
　

林　
　

孝
充

編
集
後
記

議　
　

長　

上
村　

久
仁

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

国
中
に
暗
い
ム
ー
ド
が
漂
い
、

毎
日
が
苦
し
く
て
つ
ら
い

日
々
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
心
あ
た
た
か
い

人
々
に
支
え
ら
れ
、
両
親
を

な
く
し
た
子
ど
も
達
が
力
強

く
生
き
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

エ
ー
ル
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

ガ
ン
バ
レ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

　

ガ
ン
バ
レ
ニ
ッ
ポ
ン

　

私
達
も
元
気
に
な
っ
て
、

被
災
地
に
元
気
を
お
く
り
ま

し
ょ
う
。

　

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
せ
等
は
、
議

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

緯
０
５
９
９
宴
１
７
８
１

６月定例会が開催されます。

開催日は６月１４日から１７日、一般質問は、６月１４日・１５日を予定しています。

是非傍聴してください。（当日、総務課で受付をすればＯＫです）

議会を傍聴
　しませんか

　

道
の
駅
の
よ
う
な
も
の
を

造
っ
て
ほ
し
い
。

　

活
性
化
グ
ル
ー
プ
と
の
懇

談
会
の
中
、
こ
の
様
な
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　

県
内
に
は　

ヶ
所
の
道
の

１５

駅
が
あ
る
の
で
、
現
地
視
察

を
４
月　

日
に
実
施
し
ま
し

１２

た
。

　

又
、
活
性
化
に
は
欠
か
す

事
の
出
来
な
い
、
女
性
の
感

性
を
得
る
た
め
、
婦
人
会
の

代
表
の
方
々
と
懇
談
会
を
も

ち
、
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
の
課
題
も
お
聞
き
し
、
た

い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
内
で
最
初
に
設
立
さ
れ

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
南
勢
テ
ク

テ
ク
会
」
と
も
話
し
合
い
、

そ
の
尊
い
理
念
や
こ
れ
ま
で

の
活
動
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
委
員
一
同
敬
服
致
し
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
活
動
し
ま
す
。

地
域
活
性
化

特
別
委
員
会

か
ら

（表紙絵・白 髭 松 子）


